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（論  文） 
 日本舞踊演出論－新しい「素踊り」としての「現形式」の提案と検証。 
 歌舞伎舞踊から発生した日本舞踊を、日本伝統芸能の一つとして位置付けるために、日本舞踊とはど
の様な独自の表現を持つ芸能なのか…を様々な原点から分析し、日本舞踊独自の表現法を活かした演出
を「現形式」と提案し、活動を通して日本舞踊を社会に広めたいとする論文である。 
 現在、日本舞踊に於いて「素踊り」に関する資料は殆ど無く、申請者はここに新たな「現形式」を提
案し「素踊り」を考察した。ただし審査員からは「現形式」の名称については様々なご指摘もあり、申
  
請者は尚一考を必要と思考致する。 
 申請者自身は三年の間のリサイタルを通して、日本舞踊独自の身体表現を試み、内面的表現を重要視
した「素踊り」の研究を重ねてきた。「素踊り」は古典舞踊を充分に心得た上に成り立つ、奥が深く一朝
一夕には結果がでるものではないが、素踊りを目指す若手舞踊家が多くなる時代を迎え、伝統芸能確立
の第一歩として積極的で意欲的な論文と見ることが出来る。 
 ここに申請者による博士リサイタルの経験とその他の舞台経験を元に書かれた論文と実技は、ともに
博士課程に相当すると判断され全審査員により合格とした。 
